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 要  旨 
 Shima & Tanji (2000) は, サルに複数の動作を特定の順序で実行させ, 正しい順序で実行出来
た場合に報酬 (リンゴソース) を与えるという実験を行なった. そして, タスク遂行中のサルの
脳内ニューロンの活動を微小電極を用いて測定し, 順序立った動作選択におけるいくつかのニュ
ーロンの活動特性を発見した. しかし, これらの特性が実際に脳の中でどのような役割を果たし
ているかは未だ解明されておらず, 理論的神経科学からのアプローチによる新たな知見が期待さ
れている.  
そこで本研究では, 近年の研究から得られている解剖学的知見などを基に, 上記のタスクを遂
行できるニューラルネットワークモデルを構築した. さらに, タスク遂行時におけるネットワー
クモデル内のニューロンモデルから得られた活動特性と Shima & Tanji (2000) の実験で得られ
た活動特性とを比較することで, その活動特性がもつ脳内機能としての役割についての新たな知
見を得ることを試みた.  
ネットワークモデルの構築にあたり, まず順序情報の学習の核となる “大脳皮質 - 基底核 - 
視床ループモデル” と “ドーパミン作動性ニューロンモデル” の 2 つのモデルを構築した. 大脳
皮質 - 基底核 - 視床ループモデルは, 情報の保持や消去などが行なえるワーキングメモリとし
ての機能をもつループモデルである. 一方, ドーパミン作動性ニューロンモデルは, 特定の条件
で自身が活動する入力信号を切り替え, さらに活動時に大脳基底核のシナプスにおける学習を誘
発するドーパミンを投射するニューロンモデルである. すなわち, ドーパミン作動性ニューロン
モデルが特定の条件下で大脳皮質 - 基底核 - 視床ループモデル内のニューロンモデルに学習を
促すという仕組みを順序情報の学習則のメカニズムとして実装したものが本研究で構築したネッ
トワークモデルである.  
 このモデルを用いて実験を行なった結果, 特定の動作の実行前に持続的に活動する「動作選択
的準備活動」, 特定の動作の実行時に一時的に活動する「非選択的動作関連活動」, そして「3 番
目の動作後に現れる活動」の 3 つの活動特性について, 新たな解釈を得るに至った.  
 さらに, 本ネットワークモデルで考案した順序情報の生成・学習メカニズムは, ネットワークモ
デルの構造にも起因するユニークさ, 拡張性, 汎用性に加え, ノイズに対する頑健性や高い正確
性を兼ね備えた強力な学習則であることが示唆された. 
 
